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９
月
９
日
（
土
）
平
成
２９
年
度
の
敬
老
会
が
、 

中
里
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の 

中
里
学
区
招
待
対
象
者
は
、
２
９
９
名
（
前
年
比
８ 

名
減
）
で
本
人
出
席
者
１
２
０
名
（
前
年
比
５
名
増
） 

代
理
出
席
者
５４
名
（
前
年
比
４
名
増
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
に
は
、
日
立
市
副
市
長 

横
山
伸
一
様
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
理
事

長 

関
國
廣
様
、
は
じ
め
多
く
の
来
賓
者
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
同
様
に
式
典
開
始
前 

か
ら
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
各
テ
ー
ブ
ル 

の
高
齢
者
と
談
笑
し
、
肩
も
み
を
行
い
和
や
か 

な
敬
老
会
式
典
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

石
川
諒
一
実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
、
７
月
日
立 

市
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
中
里
小
・
中
一
貫
教 

育
の
視
察
が
行
わ
れ
、
小
川
市
長
よ
り
「
児
童
・ 

生
徒
が
大
切
に
さ
れ
、
地
域
が
し
っ
か
り
包
み
込 

ん
で
い
る
。」
ま
た
、
中
山
俊
恵
教
育
長
よ
り
「
生 

き
抜
く
力
の
養
成
の
ヒ
ン
ト
が
中
里
小
・
中
の
教 

育
に
あ
る
」
と
好
評
を
頂
い
た
こ
と
、
大
き
く
新 

聞
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
、
敬
老
会
当
日
は
土
曜
授 

業
と
し
て
小
・
中
学
生
全
員
が
お
手
伝
い
・
作
文 

発
表
な
ど
で
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
中
里 

学
区
内
で
３
名
の
１
０
０
歳
を
超
え
る
方
の
紹
介 

が
あ
り
、
特
に
日
立
市
の
男
性
最
高
齢
者
の
谷
田 

部
さ
ん
（
下
深
荻
町
）
は
１
０
２
歳
で
今
も
自
分 

の
歯
で
食
事
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
紹
介
で
し
た
。 

最
後
に
健
康
寿
命
の
大
切
さ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
大
好
き
。
お
し
ゃ
べ
り
も 

食
べ
る
こ
と
も
大
好
き
。
庭
の
手
入
れ
、
畑
仕
事
が
大
好
き
。
く
よ
く
よ
せ
ず
今

が
一
番
幸
せ
と
思
っ
て
過
ご
せ
る
人
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
で
あ
る
。
と
お

祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

中
里
学
区
米
寿
の
受
賞
者
は
１８
名
（
前
年
比
１ 

名
増
）
で
入
四
間
町
の
石
川
と
め
さ
ん
代
表
で
横 

山
副
市
長
よ
り
受
賞
の
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た 

       

小
・
中
学
生
の
作
文
発
表
で
は
、
５
年
生
の
立
子
山
聖
（
コ
ウ
キ
）
君
よ
り
９０

歳
の
お
爺
さ
ん
と
の
農
作
業
の
思
い
出
、
中
学
２
年
生
の
草
地
拓
海
（
タ
ク
ミ
）

君
は
、
澄
水
祭
・
体
育
祭
で
の
地
域
の
人
と
の
合
同
参
加
の
思
い
出
を
発
表
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
式
典
終
了
後
、
ナ
ウ
パ
カ
の
皆
さ
ん
の
フ
ラ
ダ
ン
ス 

小
学
校
各
学
年
生
の
発
表
会
、
中
学
生
合
同
の
き
ら
ら
バ
ン
ド
の
演
奏
で
会
場
よ

り
歌
声
が
聞
こ
え
和
や
か
に
終
了
し
た
。
散
会
時
に
今
年
も
式
典
参
加
者
全
員
に

山
水
苑
様
よ
り
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

の 

  
 

 

安
定
し
た
強
さ
で
中
深
荻
町
２
年
連
続
の
総
合
優
勝
！ 

朝
か
ら
太
陽
が
眩
し
く
輝
き
厚
さ
も
感
じ
る
１０
月
８
日
（
日
） 

合
同
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
の
元
気
な
行
進
に
続
き 

４
町
地
区
代
表
者
の
行
進
、
１
年
生
和
田
凌
太
、
緑
川
幸
乃
輔
両
君
の 

青
空
に
響
き
渡
る
活
発
な
開
会
宣
言
で
合
同
体
育
祭
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

一
番
目
の
種
目
、
中
学
生
「
私
を
見
て
！
変
身
ガ
チ
ン
コ
レ
ー
ス
」 

で
は
あ
ら
ゆ
る
変
身
グ
ッ
ズ
で
見
事
に
変
身
！
昨
年
度
は
先
生
が
「
仮 

装
先
生
」
で
笑
い
を
誘
っ
た
が
、
今
年
度
は
生
徒
た
ち
が
変
身
を
競
い 

会
場
か
ら
笑
い
と
拍
手
が
起
こ
り
、
以
後
の
競
技
を
盛
り
上
げ
た
。 

 

地
区
大
会
の
一
番
最
初
の
得
点
競
技
「
綱
引
き
予
選
」
で
は
、
先
生 

チ
ー
ム
の
大
健
闘
も
あ
っ
た
が
、
予
想
通
り
「
中
深
荻
町
、
東
河
内
町
」 

が
決
勝
に
進
ん
だ
。
両
チ
ー
ム
と
も
息
ぴ
っ
た
り
の
旗
振
り
役
が
い
て 

号
令
が
綱
引
き
の
力
を
倍
増
さ
せ
た
？
。
そ
の
後
の
得
点
競
技
結
果
は 

輪
投
げ
競
争
が
下
深
荻
町
の
優
勝
、
バ
ウ
ン
ド
ゲ
ー
ム
が
中
深
荻
町
、 

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
が
中
深
荻
町
、
そ
し
て
午
後
一
番
の
一
球
入
魂
も
中
深
荻
町
の
優
勝
と
綱
引
き

決
勝
を
前
に
略
中
深
荻
町
の
総
合
優
勝
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
綱
引
き
決
勝
で
は
東
河
内
町
が
昨

年
度
に
続
き
優
勝
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
中
深
荻
町
は
強
か
っ
た
。 

会 

報 

 

中
深
荻
町
が
強
い
過
去
の
デ
ー
タ
ー
と
し
て
、
合
同
体
育
祭
は
昭
和
５３
年
に 

開
催
が
復
活
し
て
、
現
在
平
成
２９
年
ま
で
に
３９
回
と
な
る
が
そ
の
内
の
２２
回

が
中
深
荻
町
の
優
勝
と
圧
勝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
深
荻
町
に
は
応
援
歌
が 

４
町
随
一
存
在
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。（
呉
坪
物
語
よ
り
一
部
抜
粋
） 

  

三
世
代
大
玉
こ
ろ
が
し
終
了
時
点
で
得
点
差
は
僅
差
、
最 

終
の
小
・
中
一
貫
紅
白
リ
レ
ー
に
勝
敗
が
持
ち
込
ま
れ
た
が
、 

一
進
一
退
の
レ
ー
ス
、
最
後
の
最
後
で
紅
組
が
僅
差
で
勝
利 

総
合
優
勝
を
決
定
付
け
た
。 

 

今
年
も
体
育
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た 

体
育
祭
日
和
の
天
候
の
他
、
今
年
放
送
の
「
ひ
よ
っ
こ
」 

を
彷
彿
さ
せ
る
美
声
の
茨
城
弁
を
響
か
せ
た
齋
藤
智
子
さ 

ん
の
総
合
司
会
、
中
学
校
司
会
の
堀
江
君
と
競
技
や
出
場 

者
紹
介
の
や
り
取
り
も
会
場
を
和
ま
せ
た
。
ま
た
、
恒
例 

の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
玉
手
箱
」
で
は
、
孫
の
手
を
取
り
爺 

ち
ゃ
ん
婆
ち
ゃ
ん
も
頑
張
っ
て
ま
し
た
。 

 

小
・
中
一
貫
校
の
特
色
あ
る
体
育
祭
で
し
た 

閉
会
式
で
の
生
徒
会
長
水
庭
叶
人
君
の
挨
拶
で
、 

水
庭
君
自
身
学
区
外
か
ら
中
里
中
学
校
に
通
学
し
て
い
て 

同
級
生
や
地
域
の
人
と
馴
染
め
る
か
心
配
し
た
が
、
学 

校
、
地
域
の
人
と
一
体
に
な
り
素
晴
ら
し
い
体
育
祭
を 

経
験
で
き
、
勝
敗
は
別
に
、
各
種
目
に
皆
が
一
生
懸
命 

取
り
組
ん
で
記
憶
に
残
る 

大
会
が
出
来
た
こ
と
を
賞
賛 

し
、
学
校
・
地
域
を
代
表
す 

る
素
晴
ら
し
い
挨
拶
で
大
会 

を
締
め
く
く
っ
た
。 

平
成
２９
年
度
の
中
里
学
区
敬
老
会
が 

行
わ
れ
ま
し
た 

お年寄りとふれあう小・中学生 

谷田部巌氏102歳 

米
寿
表
彰 

石
川
と
め
さ
ん 

n
n

 
 

平
成
２９
年 

小
・
中
・
地
区
合
同
体
育
祭 

疾 

風 

迅 

雷 

好
機
を
つ
か
み
、
勝
利
に
つ
な
げ 

小
・
中
学
校
紅
白
大
会
は
去
年
に
続
き
紅
組
の
勝
利 

 
 

紅
白
リ
レ
ー
で
逆
転
な
ら
ず
！ 
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中
里
の
神
社
・
仏
閣
・
文
化
財
・
画
家
の
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

シ
リ
ー
ズ
⑩ 

 

中
里
村
信
用
組
合
記
念
碑 

 

東
河
内 

玉
簾
寺
境
内 

 

明
治
３３
年
３
月
、
産
業
組
合
法
が
公
布
さ
れ
た
。
農
産
品
の
販
売
・
物
資
の 

購
入
及
び
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
、
農
村
に
共
同
組
織
を
つ
く
り
、
農
家
の
保
護

を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
東
河
内 

の
玉
簾
寺
の
境
内
に
あ
る
石
碑
の
碑
文
で 

中
里
信
用
購
買
販
売
生
産
組
合
の
功
績
が 

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
碑
の
建
設
は
組
合
設 

立
２０
年
を
む
か
え
た
大
正
１０
年
で
あ
る
。 

 

碑
文
に
よ
れ
ば
組
合
の
主
な
事
業
は
、 

耕
地
改
良
や
煙
草
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
商
品 

作
物
の
栽
培
奨
励
、
貯
金
、
貸
付
、
共
同
販
売
、
購
買
で
あ
っ
た
。 

 

組
合
の
設
立
は
産
業
組
合
法
が
施
工
さ
れ
て
２
年
後
の
明
治
３５
年
１０
月
２８

日
で
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
「
久
慈
郡
郷
土
史
」
は
、
明
治
３５
年
大
字
中
深
荻 

入
四
間
は
交
通
不
便
地
質
劣
悪
の
故
を
以
て
煙
草
耕
作
を
停
止
さ
れ
る
に
至
れ

り
、
茲
に
於
い
て
大
部
式
藏
氏
有
志
等
を
募
り
煙
草
に
換
ふ
る
に
葡
萄
栽
培
を
勧

め
る
た
め
に
設
立
し
た
の
だ
と
記
し
て
い
る
。 

 

明
治
３１
年
、
葉
煙
草
の
専
売
法
施
行
に
よ
り
、
葉
煙
草
生
産
不
適
な
地
域
の 

整
理
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
入
四
間
、
中
深
荻
の
両
地
区
が
含
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
商
品
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
つ
つ
あ
る
農
村
に
と
っ
て
、
現
金
収
入

の
道
を
と
ざ
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、
両
地
区
は
現
金
収
入
の
対
応

を
せ
ま
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

明
治
３７
年
に
は
、
久
原
房
之
介
に
よ
っ
て
日
立
鉱
山
が
創
業
さ
れ
鉱
山
に
勤
務

す
る
こ
と
に
よ
り
中
里
全
体
が
潤
う
こ
と
に
な
る
。 

 
 

 

 
 

防
災
研
修
に
参
加
し
て 

広
報
活
性
部 

中
嶋
繁
雄
氏
投
稿 

東
海
第
２
原
子
力
発
電
所
過
酷
事
故
に
伴
う
県
外
広
域
避
難
施
設
視
察
研
修
報
告 

  

８
月
９
日
（
水
）
東
海
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
災
害
に
伴
う
県
外
広
域
避
難
施
設
を
中
里
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
役
員
１９
名
と
日
立
市
市
役
所
職
員
２
名
、
計
２１
名
で
日
立
市
バ
ス
に

乗
り
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

国
の
方
針
で
原
発
か
ら
半
径
３０
キ
ロ
圏
内
の
自
治
体
に
は
広
域
避
難
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
か
、
中
里
学
区
の
避
難
場
所
は
福
島
県
喜
多
方
市
の
押
切
川
公
園
体
育
館
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
は
避
難
時
の
実
際
の
避
難
経
路
を
通
り
、
避
難
所
に
向
か
う
流
れ
を
体
験
し
理
解

す
る
も
の
で
し
た
。
中
里
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
東
舘
、
矢
吹
IC
、
会
津
若
松
IC
避
難
所
と
な
る
押

切
川
公
園
体
育
館
ま
で
は
１
７
０
Km
あ
り
３
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
体
育
館
は
２
２
５
０
平
米
の

暖
房
・
シ
ャ
ワ
ー
付
き
の
大
き
な
体
育
館
で
す
。
福
島
第
２
原
発
の
災
害
時
は
７
０
０
名
ほ
ど
の

人
が
避
難
し
た
そ
う
で
す
。
近
く
に
は
野
球
場
、
競
技
場
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
有
り
駐
車
場
も
５

０
０
台
ほ
ど
駐
車
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
住
民
に
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
計
画
と
合
わ
せ
、
自
力
で
逃
げ
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の
交
通
手
段
（
お
も
に
バ
ス
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
）
の
確
保
や
地
震
な
ど
の
複
合
災
害
が
起
き
た
際
な
ど
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
も
更

に
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
中
里
か
ら
２
名
の
表
彰
者 

 

宇
野 
貞
良
氏 

日
立
市
の
芸
術
・
文 

化
に
貢
献
し
表
彰
。 

 

宇
野
さ
ん
は
、
中
里 

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推 

進
会
、
文
化
部
部
長
を
１０
年
に
渡
り
歴
任
、 

文
化
祭
・
文
化
活
動
振
興
に
貢
献
し
、
日
立
市 

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
里
の
文
化
活
動
に
顕
著
な
る
功
績
を
示
さ 

れ
、
今
後
も
元
気
で
後
輩
の
育
成
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

清
末 

武
氏 

 

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
貢
献
し
表
彰
。 

清
末
さ
ん
は
、
中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進 

会
の
長
寿
部
連
合
会
会
長
を
６３
歳
か
ら
、
４
期 

８
年
に
渡
り
歴
任
（
平
成
２２
年
ま
で
）、
現
在 

は
、
入
四
間
町
の
長
寿
部
単
会
長
を
務
め
て
お 

り
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
長
寿
部
の
発
展
に
貢
献
し 

表
彰
さ
れ
る
。
小
学
校
で
は
、「
理
科
の
お
じ 

さ
ん
」
と
し
理
科
の
面
白
さ
、
不
思
議
さ
、
興 

味
深
さ
を
教
え
て
い 

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
元
気
で 

長
寿
会
、
地
域
を
盛
り 

上
げ
て
下
さ
い
。 

  

① 

３
日
（
金
）、
４
日
（
土
） 

文
化
祭
・
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
澄
水
祭
を
行
い
ま
す 

 

・
文
化
祭
（
３
・
４
日
）
９
時
～ 

交
流
セ
ン
タ
ー 

今
回
の
文
化
祭
で
は
、
中
里
出
身
者
２
名
の
日
展
入
賞
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
す
。 

 

中
深
荻
町
出
身
の
会
沢 

文
朗
（
あ
い
ざ
わ 

ふ
み
お
）
様
と 

 

下
深
荻
町
出
身
の
渡
辺 

信
一
（
わ
た
な
べ 

し
ん
い
ち
）
様
で
す
。 

 

・
ふ
れ
あ
い
祭
り
（
３
日
）
１１
時
～ 

中
学
校
グ
ラ
ン
ド 

お
茶
席
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
軽
食
を
頂
き
な
が
ら
演
芸
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

・
澄
水
祭
（
３
日
）
８
時
３０
分
～ 

中
学
校
体
育
館 

小
・
中
学
生
の
発
表
会
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
で
習
う
、 

能
楽
、
落
語
の
発
表
、
英
語
劇
な
ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

② 

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
１２
日
（
日
）
紅
葉
・
歴
史
と
中
里
リ
ン
ゴ
園
散
策 

毎
回
大
人
気
で
、
学
区
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
数
で
す
。
全
員
で
散
策
し
ま
す
。 

 

コ
ー
ス
概
要 

玉
簾
寺→

中
里
発
電
所→

里
川
水
辺
空
間→

夢
ひ
た
ち
フ
ァ
ー
ム 

（
昼
食
）→

リ
ン
ゴ
園→

交
流
セ
ン
タ
ー→

解
散 

 
③ 
中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
２５
日
（
土
） 

昨
年
度
は
、
８０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
大
に
か
つ
和
気
あ
い
あ
い
に
行
わ
れ
親
睦

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
１０
回
目
の
記
念
大
会
で
す
。 

仲
間
、（
職
場
・
同
級
生
な
ど
）
で
是
非
ご
参
加
お
願
い 

致
し
ま
す
。
場
所
は
日
立
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

       

１１
月
の
主
な
行
事
の
案
内
で
す 


